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令和７年度 学校評価（保護者・児童）の結果及び分析について⇒学校関係者評価へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１２月に学校教育に関わる評価として、保護者アンケートを実施した。保護者が各項

目について、４・３・２・１で評価を行った。ＰＴＡ会員２０６世帯（児童数２８１名）のうち

２７４名分の児童の保護者を対象とした学校評価（１２項目）について回答を得た。 

４・３・２・１は、下記の内容である。 

 

 

 

 

１２の項目についての評価結果は上のグラフの通りである。この保護者評価を受け、令和８年

度の学校教育の実践に向けて、学校職員の意識と行動をどのように改善していくべきなのか考察

する。 

 

１ 学校の様子が、よく伝わっている。（授業参観、懇談、学校報、学年通信、ホームページなど） 

４…９４人（34.3%） ３…１５５人（56.6％） ２…２２人（8.0％） １…３人（1.1％） 

 

 

 

４ そう思う 

３ どちらかと言えば、そう思う 

２ どちらかといえば、そう思わない 

１ そう思わない 

【参考】令和６年度の結果 

４…９３人（35.1%） ３…１４７人（55.5％） ２…２３人（8.6％） １…２人（0.8％） 
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12.お子さんは家で読書に取り組んでいる。

11.お子さんは地域の行事に積極的に参加している。

10.お子さんは、２２時までには、布団に入っている。

9.お子さんは、家庭学習をやりきっている。

8.お子さんは、友達と仲良くできている。

7.お子さんは、自分からあいさつをしている。

6.お子さんは、学校や家庭のルールを守って生活してい…

5.学校は、お子さんが「わかる授業」 「できる授業」…

4.学校には、相談できる雰囲気がある。

3.学校は、お子さんの安心・安全について配慮している。

2.お子さんは、元気よく学校に通っている。

1.学校の様子が、よく伝わっている。

令和７年度 肥田小学校 学校評価（保護者）

1 2 3 4
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【４もしくは３：90.9％】学年通信や学校報等、各種文書を極力すぐーる配信にして直接保護者

に届くようにしたことやタイムリーなＨＰの更新、日々の保護者との情報共有の成果である。「保

護者が学校の様子をよく知ってくれている」状態であることが、すべての教育活動の基盤になる。

この基盤をこれからも大切に維持していく。 

 

２ お子さん（自分の子）は、元気よく学校に通っている。 

４…１７４人（63.5%） ３…８９人（32.5％） ２…８人（2.9％） １…３人（1.1％） 

 

 

 

【４もしくは３：96.0％】相談員の協力により、登校をしぶったり学級に適応しきれなかったり

する子の居場所としての相談室を機能させている。いじめ・長欠支援会議やケース会議、心のア

ンケート及び相談週間の位置付けなど、ＳＯＳが出せる学校の体制を維持している。特別支援学

級の担任とも協力し、お試し入級を展開することで、その子の居場所を確保している。今後も、

子どもの心を支え、前向きにさせている指導・支援を丁寧に実践していく。 

 

３ 学校は、お子さん（自分の子）の安心・安全について配慮している。 

４…１２４人（45.3%） ３…１３９人（50.7％） ２…７人（2.5％） １…４人（1.5％） 

 

 

 

【４もしくは３：96.0％】継続して良好な状態であるが、休み時間における子どものケガ情報を

多く受けた。一歩間違えれば…と心配になる事故もあり、その度に、安全指導を打ってきた。ま

た、登下校途中のケガ情報も少なくなく、常に改善の余地を探し、追求していく必要がある。「子

ども自身に『命の守り方』について考えさせる」指導を展開する。 

 

４ 学校には、相談できる雰囲気がある。 

４…１０８人（39.4%） ３…１４４人（52.6％） ２…１６人（5.8％） １…６人（2.2％） 

 

 

 

【４もしくは３：92.0％】継続して良好ではあるが、数値に関わらず常に学校課題として認識し、

改善を続ける。普段から、保護者と対話を積極的に行い、一人一人の子どものよさや可能性を伝

え、励ましながら、保護者としての願いを引き出すことに努める。そして、その願いを中心に据

えた情報共有を重ねる中で、適切な指導・支援方法を探る営みを展開していく。 

 

５ 学校は、お子さん（自分の子）が「わかる授業」「できる授業」をしている。 

４…９３人（34.0%） ３…１５１人（55.1％） ２…２５人（9.1％） １…５人（1.8％） 

 

【参考】令和６年度の結果 

４…１０６人（40.0%） ３…１４４人（54.3％） ２…１３人（4.9％） １…２人（0.8％） 

 

【参考】令和６年度の結果 

４…９９人（37.3%） ３…１４３人（54.0％） ２…２１人（7.9％） １…２人（0.8％） 

4 

【参考】令和６年度の結果 

４…１５９人（60.0%） ３…９８人（37.0％） ２…７人（2.6％） １…１人（0.4％） 

 

【参考】令和６年度の結果 

４…９７人（36.6%） ３…１３９人（52.5％） ２…２６人（9.8％） １…３人（1.1％） 
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【４もしくは３：89.1％】継続して良好な状態ではあるが、全国学力・学習状況調査の結果を見

ると、国語・算数ともに県平均を下回る結果が続いている。 

■ 今年度の全国学力・学習状況調査の結果から改善を要するポイント 

□ 国語 ▲ 「漢字の読み、書き」「条件付きの記述」 

★ 文章の構成を考えたり理由をつけて自分の考えをまとめたりする 

□ 算数 ▲ 「複雑な領域が混ざった問題文を正しく理解すること」 

 ★ 問題場面の状況を正確に把握する 考えをまとめたり論理的に考えたりする 

「単位時間の授業や単元・領域全体における学習が、本当に『力』としてその子に身に付いた

と言える状態になっているのか」を常に問い続け、授業改善を図っていく。 

 

６ お子さん（自分の子）は、学校や家庭のルールを守って生活している。 

（タブレット型端末の使い方、持ち物、通学路、家庭の約束など） 

４…１０２人（37.2%） ３…１４０人（51.1％） ２…２９人（10.6％） １…３人（1.1％） 

 

 

 

【４もしくは３：88.3％】規範意識の高さは維持されている。「だれもが安心・安全に、楽しく前

向きに、生活・学習することができるようにするため」に存在するものがルールである。「そのル

ールを、自分自身の思考・判断によって、自分の行動に反映させることができる姿」を目指す姿

として、心配な行動が見られた時こそ好機と捉え、保護者とも協力しながら指導を展開する。 

 

７ お子さん（自分の子）は、自分からあいさつをしている。 

４…９７人（35.4%） ３…１２５人（45.6％） ２…４７人（17.2％） １…５人（1.8％） 

 

 

 

【４もしくは３：81.0％】元気な挨拶の姿がたびたび認められており、これまでの指導や児童会

活動の成果を感じる。今後も、「一瞬の姿で人柄が評価・判断される可能性があること」や「その

一瞬の積み重ねが他者との良好な人間関係を築くことにつながること」という挨拶の意味を、発

達段階に応じて理解させ、誰にでも元気な挨拶ができるひだっ子の姿を目指したい。 

 

８ お子さん（自分の子）は、友達と仲良くできている。 

４…１２９人（47.1%） ３…１３２人（48.2％） ２…１１人（4.0％） １…２人（0.7％） 

 

 

 

【４もしくは３：95.3％】人間関係形成に関する指導がよい方向に向かっている。今後も、「多様

性」をキーワードに学級・学年・学校運営を展開していく。様々なルーツや特性のある子が共同

【参考】令和６年度の結果 

４…８１人（30.6%） ３…１２１人（45.6％） ２…５８人（21.9％） １…５人（1.9％） 

【参考】令和６年度の結果 

４…１２９人（48.7%） ３…１２２人（46.0％） ２…１３人（4.9％） １…１人（0.4％） 

【参考】令和６年度の結果 

４…１００人（37.7%） ３…１３８人（52.1％） ２…２５人（9.4％） １…２人（0.8％） 
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生活を営んでいることは、肥田小の強みである。違いを理解し、受け止め合い、折り合いをつけ

ながら築いていく共同生活の中で、よりたくましく心豊かな子を育てていきたい。 

 

９ お子さん（自分の子）は、家庭学習をやりきっている。 

４…１１８人（43.1%） ３…１１６人（42.3％） ２…２６人（9.5％） １…１４人（5.1％） 

 

 

 

【４もしくは３：85.4％】小学校段階における家庭学習の最大の目的は、「『一人一人』の子に『学

習習慣の定着』を図る」ことである。丁寧さと根気が必要になるが、個別最適な家庭学習の在り

方を探求し、保護者とも情報共有を図りながら展開する中で、指導・評価（見届け・価値付け）

をやりきりたい。 

 

10 お子さん（自分の子）は、２２時までには、布団に入っている。（１～３年生は、２１時） 

４…１２５人（45.6%） ３…８３人（30.3％） ２…４７人（17.2％） １…１９人（6.9％） 

 

 

 

【４もしくは３：75.9％】十分とは言い難い状況であり、ネットゲームや動画視聴等で睡眠時間

を奪われている現状が想像できる。各種保健指導や情報モラル教室など基本的生活習慣の確立に

つながる指導や活動の機会が充実している肥田小の強みを活かし、子どもたちの生活リズムの改

善につなげていく。 

 

11 お子さん（自分の子）は、地域の行事（ボランティア活動等）に積極的に参加している。 

回答者延べ２７４人（割合は、およその数である） 

４…４９人（17.9%） ３…９９人（36.1％） ２…８６人（31.4％） １…４０人（14.6％） 

 

 

 

【４もしくは３：54.0％】ボランティアに特化する問いであると認識をさせてしまったため、数

値が低くなった。来年度以降は、小学生という段階を考え、問い方を改善したい。「地域を愛し、

地域に愛されるひだっ子」という目指す子どもたちの姿の実現に向けて、総合的な学習の時間の

カリキュラムの改善や学校運営協議会と連携した教育活動の展開を進めていきたい。 

 

12 お子さん（自分の子）は、家で読書に取り組んでいる。 

回答者延べ２７４人（割合は、およその数である） 

４…６２人（22.6%） ３…６１人（22.3％） ２…９９人（36.1％） １…５２人（19.0％） 

 

 

【参考】令和６年度の結果 

４…７８人（29.5%） ３…１３２人（49.8％） ２…４７人（17.7％） １…８人（3.0％） 

【参考】令和６年度の結果（学習時間は、十分だと思う） 

４…１１３人（42.6%） ３…１０３人（38.9％） ２…４０人（15.1％） １…９人（3.4％） 

【参考】令和６年度の結果（睡眠時間は十分だと思う） 

４…１２９人（48.7%） ３…７２人（27.2％） ２…３７人（13.9％） １…２７人（10.2％） 

【参考】なし 

＊ 今年度から、新たに追加 
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【４もしくは３：44.9％】まずは、「本との出会いの場」を演出する工夫をする。図書委員会の活

動や朝読書、読み聞かせやブックトーク、日々の図書館運営など、すでに展開している読書を推

進するための活動や指導の場を活かし、「本と出会った先にある楽しさ」をつかませることへとつ

ないでいきたい。読み聞かせ活動については、広く保護者や地域の方からもボランティアを募り、

展開していく。 

 

令和７年度 学校評価（保護者及び児童）結果についての比較 

■ 保護者評価と児童評価の比較表(％) 

 ① 

学校のこと 

② 

元気 

③ 

安心・安全 

④ 

相談 

⑤ 

わかる 

⑥ 

ルール 

⑦ 

あいさつ 

⑧ 

仲良く 

⑨ 

宿題 

⑩ 

9・10 時 

⑪ 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

⑫ 

読書 

４ 
保 34.3 63.5 45.3 39.4 34.0 37.2 35.4 47.1 43.1 45.6 17.9 22.6 

子 53.9 66.0 47.2 37.6 52.8 68.3 64.2 78.2 77.1 40.6 38.4 35.8 

３ 
保 56.6 32.5 50.7 52.6 55.1 51.1 45.6 48.2 42.3 30.3 36.1 22.3 

子 29.9 28.4 35.8 37.7 33.6 26.6 25.8 15.9 15.1 27.7 31.7 23.3 

２ 
保 8.0 2.9 2.5 5.8 9.1 10.6 17.2 4.0 9.5 17.2 31.4 36.1 

子 11.1 3.0 10.7 17.7 9.2 4.0 8.1 4.1 4.1 15.5 15.5 17.3 

１ 
保 1.1 1.1 1.5 2.2 1.8 1.1 1.8 0.7 5.1 6.9 14.6 19.0 

子 5.1 2.6 6.3 7.0 4.4 1.1 1.9 1.8 3.7 16.2 14.4 23.6 

 

特に指導改善を図りたい項目は以下の通りである。 

④ 先生たちに相談できますか？ 

  … およそ４人に１人が、先生に相談しにくいと感じている。 

『個性の受容』…「あなたはあなたのままで素晴らしい」というメッセージを伝える。 

教育相談週間を核としながら、普段の子どもたちとの対話でもこの教師の姿勢を貫く。 

⑩ 夜９時（１０時）までには、ふとんに入っていますか？ 

  … およそ３人に１人の就寝時刻が、健康的ではない。 

保健委員を中心にしながら、十分な睡眠をとることのメリットや睡眠不足のデメリットを発

信し、各学年・学級においても子どもたちにその気にさせる指導を展開する。情報モラル教

室での指導においても、睡眠の大切さを理解させる。 

⑫ 家でよく読書をしていますか？ 

  … およそ２人に１人が、家であまり読書をしていない。 

図書委員会の活動や朝読書、読み聞かせやブックトーク、日々の図書館運営など、今ある活

動や指導の一つ一つをつなげ、「出会った先にある楽しさ」をつかませる。国語の授業を核と

しながら、本から学ぶ活動を意図的・計画的に位置付ける。 








